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独立行政法人放射線医学総合研究所（以下放医研）は、東京電力福島第一原子力発電所の事故

後、独自に開発した複数の機器を用いて福島県を中心とし東北・関東地域において放射性物質の

計測を行なっている。 

１つは放射線モニタリングシステム「ラジプローブ」[1]である。これは、車両に放射線検出器

を搭載し、走行ルート上の空間線量率やガンマ線エネルギースペクトル、中性子計数率、走行時

の映像、GPS による位置・時刻のデータを取得し、通信回線によりサーバー上にデータを収集す

るシステムである。放医研のラジプローブを搭載したモニタリングカーの後部座席に Canberra 社

製の Falcon5000（ポータブル HPGe ベース核種同定装置）とMirion Technologies社製の HDS-100GN

を設置し、文部科学省の分布状況等調査の一環として 2011 年 12 月、2012 年 9 月~10 月の 2 回、1

都 9 県にわたり計測を行なった。Falcon5000 はガンマ線エネルギースペクトルを優れたエネルギ

ー分解能で取得しガンマ線ピーク解析を行なうことができるという特徴がある。そのため放射性

物質の核種の識別（134Cs、137Cs、40K 等）や核種ごとの表面汚染密度を測定できる。しかし、走

行サーベイではモニタリングカー車体底部に付着した放射性核種によるバックグランドや車体に

よる遮蔽の影響を受けるため、これらの寄与を考慮する必要がある。空間線量率が異なる様々な

地点において Falcon5000 や HDS-100GN の車外で計測した結果と車内での計測結果とを比べるこ

とで、バックグランドや遮蔽の影響を調査することができる。車体由来のバックグランドによる

寄与は約 0.10μSv/h、662keV の車体の透過率は約 25~45%であった。これらは表面汚染密度の計測

に役立てられている。その他の独自開発機器として、ホットスポット検出器[2]等がある。事故以

来の、放医研での一連の機器の開発状況、計測・解析結果について報告する。 
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